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の
自
主
的
な
作
成
が
求
め
ら
れ

る
。
本
市
の
強
靭
化
策
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長
　
国
か
ら

示
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

を
注
視
し
な
が
ら
、
本
市
の
取

り
組
み
の
方
向
性
を
決
定
す
る

が
、
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
の
着
実
な
推
進
が
強
靭
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

吉
野
　
和
美 

議
員

財
政
計
画
を
重
視
し
た

総
合
計
画
の
策
定
を

問
　
平
塚
市
総
合
計
画
の
基
本

構
想
・
基
本
計
画
は
、
平
成
28

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て

策
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
の

見
通
し
に
つ
い
て
早
急
に
英
断

を
下
し
、
政
策
変
更
を
大
胆
に

行
い
、
市
民
に
本
市
の
気
概
と

努
力
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
総
合
計
画
は

本
市
の
将
来
像
や
基
本
目
標
な

ど
、
目
指
す
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
原
則
的
に
は
、
計
画
期
間

内
に
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
総
合
計
画
を
重
視
し
た
予

算
編
成
が
さ
れ
て
い
る
が
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率

的
に
活
用
し
な
が
ら
重
点
政
策

や
目
的
、
目
標
を
ど
こ
ま
で
実

現
で
き
る
か
明
確
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
財
政
計
画
に

し
っ
か
り
と
し
た
裏
づ
け
が
あ

る
総
合
計
画
を
今
後
も
作
っ
て

い
き
た
い
。

国
土
強
靭
化
基
本
計
画

へ
の
取
り
組
み
を

問
　
今
後
、
国
に
よ
る
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
、
市
町
村
に
対

し
て
も
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

高
橋
　
紀
英 

議
員

唐
突
な
市
民
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
診
断
実
施

問
　
耐
震
診
断
を
未
実
施
の
施

設
が
あ
る
が
、
な
ぜ
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
現
時
点
で
、

建
築
物
の
耐
震
化
を
行
う
最
初

の
段
階
で
あ
る
耐
震
診
断
が
未

実
施
の
施
設
は
、
水
産
物
地
方

卸
売
市
場
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
会
館
、
大
神
地
区
集
会

場
、
崇
善
公
民
館
、
吉
沢
公
民

館
の
６
施
設
で
あ
る
。
市
民
セ

ン
タ
ー
と
崇
善
公
民
館
は
「
見

附
台
周
辺
地
区
土
地
利
用
計

画
」
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て

取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
の
４

施
設
は
、
施
設
の
利
用
状
況
や

将
来
の
利
用
計
画
な
ど
を
勘
案

し
、
耐
震
診
断
の
実
施
に
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。

問
　
耐
震
化
計
画
を
所
管
す
る

の
は
企
画
政
策
部
だ
が
、
市
民

セ
ン
タ
ー
は
市
民
部
の
所
管
す

る
施
設
で
あ
る
。
今
回
の
市
民

セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
に
関

し
、
予
算
要
求
前
に
市
民
部
が

独
自
に
市
の
建
築
住
宅
課
に
見

江
口
　
友
子 

議
員

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
開
発

市
長
の
説
明
責
任
と

事
業
内
容
を
問
う

問
　
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
整
備
計

画
は
、
寒
川
町
に
新
幹
線
新
駅

を
誘
致
す
る
こ
と
が
前
提
だ

が
、
駅
や
橋
の
建
設
は
脇
に
置

い
た
ま
ま
国
道
１
２
９
号
沿
線

の
開
発
だ
け
が
先
行
し
て
「
ワ

ン
シ
テ
ィ
」
開
発
に
な
り
、
当

初
の
計
画
か
ら
逸
脱
し
て
い

質総
問括
主な質問と答弁

３
月
定
例
会

３月定例会の質問者と主な項目 （　 ）内は質問時間
代　表　質　問

出村　光：湘南フォーラム（40分）
１　平成２６年度施政方針から
　⑴　予算編成の４つの基本方針
　⑵　今後の財政見通し
　⑶　大型事業について
　　ア　ツインシティ整備推進事業
　　イ　市民病院整備事業
　　ウ　新庁舎建設事業
２　若い世代を呼び込む魅力的な施策につい
　て
３　中学校昼食について
４　諸課題
　⑴　市民センターの今後について
坂間　正昭：清風クラブ（40分）
１　平成２６年度施政方針から
　⑴　新年度予算編成
２　平塚市総合計画平成２６年度版実施計画
　（案）から
　⑴　本市の活性化施策
３　ひらつか協働経営プラン２０１４（案）
　⑴　事業効率
　⑵　市民との協働
４　教育環境について
　⑴　教育支援
　⑵　社会教育の充実
　⑶　児童相談所との連携
５　福祉行政について
秋澤　雅久：公明ひらつか（40分）
１　市長に問う
　⑴　議案第２９号　平成２６年度平塚市一
　　般会計予算
　⑵　議案第３４号　平成２６年度平塚市介
　　護保険事業特別会計予算
　⑶　議案第３７号　平成２６年度平塚市病
　　院事業会計予算
２　教育長に問う

総　括　質　問
片倉　章博：清風クラブ（25分）
１　始動　～平塚の未来へ～
　⑴　湘南海岸公園再整備計画と平塚新港と
　　の連携
　⑵　中心市街地周辺の今後の考え方
２　スポーツを通したまちづくり
　⑴　東京オリンピック・パラリンピックキ
　　ャンプ地の誘致
３　平塚市民病院経営計画について
米村　和彦：湘南フォーラム（30分）
１　平塚での子育てについて

　⑴　平塚市幼保一元化に関する検討会中間
　　報告から
　⑵　学童保育の課題
２　地域が主体となったまちづくり
３　北金目・真田地区の区画整理
４　ご当地ナンバーの導入可能性について
伊東　尚美：公明ひらつか（20分）
１　地域に広がる読み聞かせ運動
　⑴　公立図書館の役割
　⑵　平塚市子ども読書活動推進計画
２　待機児童ゼロに向けて
３　 「 健康都市ひらつか ｣を目指して
出縄　喜文：平塚クラブ（25分）
１　平塚市総合計画平成２６年度版実施計画
　（案）
　⑴　駅（西口）周辺魅力アップ事業
２　平塚市立小中学校の課題
　⑴　全国学力・学習状況調査について
　⑵　いじめについて
３　交通安全
　⑴　自転車の交通安全運動について
髙山　和義：日本共産党平塚市議会議員団（15分）
１　平塚市地域福祉計画（第３期）について
２　平塚市営住宅ストック総合活用計画（第
　２期）について
３　平塚市の保育園整備について
須藤　量久：清風クラブ（25分）
１　産業の活性化について
　⑴　平塚市産業振興計画の見直しへ向けて
２　 「 子育てするなら平塚 ｣を目指して
　⑴　待機児童対策
　⑵　学習環境の向上へ向けて
３　災害に備える
　⑴　建物の耐震化について
　⑵　更なる訓練の充実を
府川　正明：湘南フォーラム（20分）
１　将来に向けたまちづくりを

　⑴　大浜地区土地区画整理事業
　⑵　道の駅構想
２　介護老人福祉施設への待機者対策は
３　ロボット産業への取り組みは
永田　美典：公明ひらつか（15分）
１　見附台周辺地区土地利用計画整備方針の
　行方
２　歴史的建造物の保護
山原　栄一：湘南フォーラム（15分）
１　平塚の１０年後を問う
　⑴　若者や働き盛り世代に選ばれるまちと
　　なるのか
　⑵　住んでよかったといえるまちとなるの
　　か
鈴木　亜紀子：無所属（15分）
１　障がい児者施策について
　⑴　平塚市障がい者優先調達推進方針
　⑵　発達障がい児者への支援
吉野　和美：無所属（15分）
１　財政計画を重視した平塚市総合計画の策
　定について
２　国土強靭化基本計画への取り組みについ
　て
高橋　紀英：無所属（15分）
１　職員の管理職登用について
　⑴　育児休業への対応
２　公共施設の耐震化計画について
　⑴　平塚市公共建築物耐震化計画
　⑵　各施設の現状
江口　友子：無所属（15分）
１　ツインシティ整備推進事業
　⑴　事業計画と保留地処分への市の関与
　⑵　新幹線新駅と新橋、県・近隣自治体と
　　の連携
　⑶　実質をともなわない計画名称

無

所

属

無

所

属

無

所

属

積
も
り
を
依
頼
し
た
と
の
こ
と

で
、
組
織
の
ば
ら
つ
き
を
感
じ

る
。こ
の
こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

企
画
政
策
部
長
　
確
か
に
、
基

本
的
な
計
画
が
あ
る
の
に
、
そ

の
計
画
を
飛
び
越
え
た
形
で
動

い
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
と
思
う
。
耐
震
化
計
画

は
企
画
政
策
部
が
所
管
し
て
組

み
立
て
て
い
る
が
、
計
画
の
進

め
方
に
若
干
甘
い
点
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

る
。
こ
の
事
業
に
い
く
ら
税
金

を
投
入
す
る
の
か
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
総
事
業
費
は

約
２
２
０
億
円
と
想
定
し
、
国

や
県
か
ら
は
約
54
億
円
、
市
か

ら
は
約
30
億
円
を
支
出
す
る
。

平
成
26
年
度
は
、
土
地
区
画
整

理
組
合
設
立
準
備
会
に
対
し
て

市
が
調
査
費
１
５
９
４
万
円
と
、

事
業
費
４
億
８
０
０
万
円
の
う

ち
２
分
の
１
を
補
助
し
、
既
存

建
物
の
移
転
計
画
や
地
盤
改
良
、

造
成
な
ど
の
設
計
を
進
め
る
。

問
　
開
発
の
手
法
な
ど
を
巡
っ

て
地
権
者
の
合
意
す
ら
と
れ
て

お
ら
ず
、税
金
投
入
は
拙
速
だ
。

市
長
は
地
権
者
に
対
し
て
十
分

な
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
私
が
議
員
だ
っ
た
時
に

は
、
計
画
に
慎
重
な
意
見
を
持

つ
地
権
者
と
も
話
し
合
い
を

し
、
当
時
の
市
長
に
課
題
を
ぶ

つ
け
て
議
論
し
て
き
た
。
し
か

し
、
市
長
に
な
っ
て
か
ら
は
地

元
説
明
会
に
出
向
い
て
い
な

い
。
慎
重
派
の
方
は
反
対
す
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
具
体
的
な

課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い

に
加
わ
り
、
同
じ
土
俵
で
議
論

し
て
ほ
し
い
。

　目の不自由な方に、市議会の活動を
お知らせする、音声版「声の議会だよ
り」と点字版「ひらつか議会だより」を
作成しています。
　ご希望の方に
は郵送します。
お近くに必要な
方がいる場合は
ご案内ください。

問　議会局（☎21-8791）

音声・点字版

議会だより

　⑴　奏プランについて
　⑵　いじめ防止基本方針
岩田　耕平：平塚クラブ（35分）
１　市長に問う「平塚市の未来への責任」
　⑴　当初予算から見た市長公約の成果は
　⑵　平塚市総合計画平成２６年度版実施計
　　画（案）
２　財政状況の見通し「少子高齢化社会を迎
　えて」
３　懸案事項「都市計画の現状と課題」
　⑴　ツインシティ整備推進事業の現状
　⑵　都市計画道路の展望
　⑶　相模川流域における下水道事業の課題
４　社会を変える「健康経営への挑戦」
松本　敏子：日本共産党平塚市議会議員団（30分）
１　市長に問う
　⑴　平成２６年度施政方針から
　　ア　国の景気動向と市の経済状況
　　イ　４つの重点施策
　　ウ　ツインシティ整備計画
２　教育委員長に問う
　⑴　国の教育委員会制度見直しについて
３　平塚市民病院経営計画
４　平塚市の墓地政策


